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コミュニケーションへの積極的な態度を 

育成する外国語活動の指導方法 

－ 児童の伝え合おうとする意欲を引き出す授業の工夫 － 

 

荒 野 泰 宏１ 

 小学校外国語活動において、コミュニケーションへの積極的な態度を育成するには、児童が外国語を注意深

く聞き、自ら思いを伝えようとする意欲を引き出すことが重要であると考えた。そこで本研究では、必然性の

ある場の設定と方略的能力を意識したコミュニケーション活動の工夫を行い、その効果を検証したところ、コ

ミュニケーションへの態度の変容が確認できた。 

 

                   はじめに       

 

平成23年度より第５、６学年で年35単位時間の外国

語活動が必修化された。小学校学習指導要領解説外国

語活動編（以下、学習指導要領解説）における外国語

活動の主なねらいは、「コミュニケーション能力の素

地を養う」ことであり、このねらいは、次の三つの柱

から成り立つとしている。一つ目は「外国語を通じて、

言語や文化について体験的に理解を深める」、二つ目

は「外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度の育成を図る」、三つ目は「外国語

を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しま

せる」である。（文部科学省 2008 p.7） 

 平成20年１月、中央教育審議会から示された「幼稚

園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領の改善について（答申）」において、小学

校外国語活動では、「積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度の育成を図ることを目標として行う

ことが適当だ」としている。 

平成21年に文部科学省から発表された「英語教育改

善のための調査研究事業に関するアンケート調査（児

童用）」では、英語の授業で楽しいと思うことの項目

において、75.1％の児童が「英語のゲームをすること」

に楽しさを感じている。しかし、「英語で友達と会話

をすること」に楽しさを感じている児童は、38.9％で

ある。英語のゲームは、ほとんどが英語の決められた

セリフのやりとりで構成されていることからすると、

児童は、ゲームをすることの楽しさは感じているが、

英語のやりとりに楽しさを見出すまで至っていないこ

とがわかる。このようにコミュニケーションへの積極

的な態度の育成が求められている一方で、その育成が

十分でないことが考えられる。 

これまでの自身の実践を振り返ると、授業は教師主

導で、挨拶－チャンツ－ゲームの練習－ゲーム－振り

返り－挨拶という展開で行うものが多かった。聞くこ

と、話すことなどのスキル面については、慣れ親しま

せることができたが、「コミュニケーションへの積極

的な態度」の育成に至るには不十分であったと感じて

いる。それは、児童はゲームを楽しんでいたが、それ

以上の相手への働きかけがみられなかったからである。 

そこで、児童の伝え合おうとする意欲を引き出す授

業の工夫をして、コミュニケーションへの積極的な態

度を育成する外国語活動の指導方法を研究した。 

 

                 研究の内容 

 

１ 研究構想 

(1)コミュニケーションへの積極的な態度とは 

 学習指導要領解説では、コミュニケーションへの積

極的な態度を、「日本語とは異なる外国語の音に触れ

ることにより、外国語を注意深く聞いて相手の思いを

理解しようとしたり、他者に対して自分の思いを伝え

ることの難しさや大切さを実感したりしながら、積極

的に自分の思いを伝えようとする態度などのこと」（文

部科学省 2008 p.7-8）と定義している。 

大城（2008 p.46）は、コミュニケーション能力とは

以下の四つの要素から構成されているという考え方が

最も広く受け入れられていると述べている。 

①文法能力(文や文章を作り出す能力) 

②社会言語学的能力(発話の適切さを判断できる能力) 

③談話能力(文レベルではなく文章の構成に関わる能

力) 

④方略的能力（語彙力などの不足等を補ってコミュニ

ケーションを続けていく能力） 

そして、大城（2008 p.45-46）は、その一つの方略

的能力の観点から、「コミュニケーションへの積極的

な態度」とは、「単語がわからないから、そこでコミ

ュニケーションをストップしてしまうのではなく、表

現方法を工夫して、語彙以外の手段を使ってでも意図
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を伝えようとすること」だと述べている。 

 これらをもとに、本研究では、コミュニケーション

への積極的な態度を、「相手への理解」「伝える意欲」

「コミュニケーションに対する実感」の三つの項目で

捉えることにした。そして、その三つの項目を、さら

に具体化して目指す姿を設定した。 

【相手への理解】 

・話す人を見て、聞いている。 

・話を聞いて、うなずいたり、首を横に振ったりして

いる。 

・話を聞いて、返事したり、聞き返したりしている。 

【伝える意欲】 

・相手を見て、話している。 

・相手に伝わる声の大きさで話している。 

・ジェスチャーなどを交えてなんとか伝えようとして

いる。 

・相手からの問いかけに対して、自分の意思をはっき

り伝えようとしている。 

【コミュニケーションに対する実感】 

・コミュニケーションをとったとき、喜んだり、困っ

たりしている。 

・日本語の大切さを改めて認識している。 

(2)事前の意識調査から 

 この目指す姿をもとに、所属校の第５学年児童110

名に事前の意識調査を行った。 

ア 相手への理解 

「英語を聞くときにどのようなことに気をつけてい

ますか」の質問では、「話す人を見て」が70％、「聞

き返す」が31％であった。このことから、英語を聞く

ときに、相手の方を見て聞こうという意識はあるもの

の、聞き返しをして相手を注意深く理解しようという

意識があまりないのではないかと考えられた。 

イ 伝える意欲 

「英語を話すときどのようなことに気をつけていま

すか」の質問では、「相手の方を見て」が64％、「声

の大きさ」が57％、「ジェスチャーを使って」が27％

であった。このことから、英語を話すときに、声の大

きさに気をつけて、相手の方を見て話そうとする意識

はあるものの、ジェスチャーを使って、自分の意思を

わかりやすく伝えようとする意識はあまりないのでは

ないかと考えられた。 

ウ コミュニケーションに対する実感 

「友達との英語のやりとりに楽しさを感じています

か」の質問では、楽しいと回答した児童は40％で、授

業での英語のやりとりに楽しさを感じている児童は半

数に満たないことが分かった。 

しかし、「外国人が英語で話しかけてきたらどうし

ますか」の質問では、「身振り手振り、知っている英

語でなんとかする」「日本語で答える」「英語で受け

答えする」などの自分で対応しようという回答が、合

計71％もあった。そういった思いを伝える必然性のあ

る場面では、コミュニケーションを図ろうとする意識

があると考えられた。 

(3)研究仮説 

事前の意識調査から、必然性のある場面では、コミ

ュニケーションを図ろうとする意識があるものの、

様々な手段を用いて積極的にコミュニケーションを図

ろうとしていないということが分かった。 

これらを踏まえ、次のような研究仮説を設定した。 

 外国語活動の指導において、以下の２点に着眼した

指導を行えば、児童の伝え合おうとする意欲を引き出

すことができ、コミュニケーションへの積極的な態度

が育成されるであろう。 

（１）必然性のある場の設定 

（２）方略的能力を意識した活動の工夫 

 

２ 研究の方法 

(1)必然性のある場の設定 

ア 情報に差がある活動 

高橋（2009）は、「本来コミュニケーションは、す

でに対話者双方が理解していることに対しては行わな

い。対話者との間に、コミュニケーション・ギャップ

が生じている時に、コミュニケーションを図ることに

意義がある」と述べている。そこで、活動の中で一方

が情報を知っていて、もう一方は知らないという情報

に差がある状況を作り出し、知らない情報を集めない

と解決できない課題を与える。そうすることで、相手

と何度もやりとりしようとする意欲をもたせることが

でき、コミュニケーションを図らなければならない必

然性が生まれてくる。 

イ 困難な場面の設定 

Ellis（2003）は、学習者のアウトプットを後押しす

るには、コミュニケーション活動中の教師の言葉がけ

（投げかけ）が必要であると述べている。コミュニケ

ーション活動中に、教師が英語で「One more time」等

の言葉がけ（投げかけ）をすることで、意図的に児童

を困らせる場面をつくる。その結果、コミュニケーシ

ョン活動が単なる覚えた英語のフレーズのやりとりの

場ではなく、外国人と話をしているような現実味のあ

る場にすることができる。 

(2)方略的能力を意識した活動の工夫 

 方略的能力とは、「語彙力などの不足等を補ってコ

ミュニケーションを続けていく能力」であるが、本研

究では、「知っている英語や簡単な英語で表現方法を

工夫し、ジェスチャーなどを使ってコミュニケーショ

ンをなんとかして続けていく能力」とする。 

ア つなぎ言葉の指導 

 つなぎ言葉とは、接続詞と同義に使用されることが

多いが、本研究では、「会話をつなぐ簡単な言葉」と

する。英語のやりとりの中で、児童がつなぎ言葉を使
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うことができれば、そのやりとりはより現実的になり、

コミュニケーションの楽しさを実感できるであろうと

考えた。例えば、聞き返すときに使う英語表現一つに

慣れることで、相手の思いを繰り返し聞くことができ、

注意深く相手を理解することができる。 

イ ジェスチャーの指導 

ジェスチャーとは、身振り手振りのことであるが、

本研究では、身振り手振りに加え、相手の方を向いた

り、うなずいたり、顔の表情に気をつけたりすること

もジェスチャーの一つととらえていく。コミュニケー

ションを図る上で、そういったジェスチャーを使うこ

とができれば、より自分の思いを伝えやすくなり、よ

り注意深く相手の話すことを聞くことができるように

なるであろうと考えた。 

 

３ 検証授業 

(1)検証授業の概要 

実施期間  平成24年10月３日～25日 

対象児童  第５学年 ３学級 110名 

授業時数  ５時間(各学級) 

単元名  「英語でスポーツクイズをつくって ALTと

楽しもう」 

単元の目標 外国のスポーツについて知り、進んでス

ポーツクイズを出したり、その答えに反

応したりすることができる。 

単元の展開 

時間 第 1時 第 2時 第 3時 第 4時 第 5時 

0分 
  ①あいさつ ②フラッシュカード（スポーツ） 

3分   

   

8分 教師と ALT

の だ す ス

ポ ー ツ ク

イ ズ を 楽

しむ。 

ス ポ ー ツ

ク イ ズ を

考える。 

ク イ ズ に

必 要 な 英

語 を 調 べ

て、道具を

準備する。 

ク イ ズ の

練 習 を す

る。 

ク イ ズ 大

会 を 楽 し

む。 

40分 
①振り返り ②次時に向けて 

(2)授業づくりの工夫 

ア クイズ作りで情報に差をもたせる 

クイズのテーマは、ロンドンオリンピックが行われ

たこともあり、児童が興味・関心をもてるスポーツに

した。クイズの問題は「What sport is this?」と  

「Who is this?」のどちらかを出題するようにした。

児童が ALTにヒントを一つずつ出して、答えに導くこ

とになるが、相手がもたない情報をどのような方法で

伝えようとするか、互いの情報の差を埋める過程で、

児童は意欲的に伝えようとする姿勢を示すと考えた。 

クイズ作成の手順は、第１時では児童のクイズ作成

の参考になるように、教師と ALTがスポーツクイズを

児童に出題した。 

第２時では、６～７人のグループに分かれ、グルー

プごとにクイズの問題とヒントを日本語で作成した。

６～７人で話し合い、一つのクイズを完成させる活動

を通して、仲間と協力して完成させたいという思いが

もてるようにした。「仲間と協力して」という中に、

自然とコミュニケーションが生まれていく。 

第３時では、第２時で作成した日本語の問題とヒン

トを英語の文に直した。その中で、「わからない英語

は ALTに聞く」という場を設けた。この活動で、「自

分で英語を調べられた」という実感をもつことができ、

英語がより身近になり、「これは英語で何と言うのだ

ろう」という意欲につなげることができる。 

第４時では、第３時で作ったクイズの問題とヒント

が相手に伝わるようにグループごとに練習する時間を

設けた。「よりよいものにしたい」という気持ちをも

って練習し、自信をもってクイズ大会を迎えられるよ

うにした。 

そして第５時では、グループで作成したクイズを 

ALTと JTEに出題する形式でクイズ大会を開いた。 

イ 聞き返しや問いかけによる困難な場面の設定 

 クイズ大会で、児童の出題に対し、ALTと JTEは簡

単な英語で聞き返しや問いかけをして（第 1 表）、練

習したとおりに進行することができないような場面を

設定した。あえて困難な場面を設定することで、児童

はこれまでの知識や経験、ジェスチャーを駆使し、な

んとか応えようとする必然性が生まれると考えた。 

第 1 表 クイズ大会で使われた聞き返しや問いかけ 

聞き返し One more time. / Pardon? / Big voice. 

問いかけ Famous player? / Good player? 

First letter? / More hints? 

その他 I know. / I don’t know. / Oh, I see. 
ウ つなぎ言葉とジェスチャーの指導 

困難な場面を切り抜けるための方法として、つなぎ

言葉とジェスチャーの指導を行った。 

まず、第１時でコミュニケーションについて話し合

い、「コミュニケーションは言葉のやりとりだけで行

われるものでなく、表情やジェスチャーでも成立する」

という意識付けをした。さらに、「どのような言葉を

知っていればコミュニケーションが図れるのか」とい

うことから児童に必要なつなぎ言葉を考えさせ（第２

表）、第２時からのつなぎ言葉とジェスチャーの練習

の意欲づけをした。第２時からは、つなぎ言葉とジェ

スチャーに慣れ親しませるために、カード当てゲーム

を行った。 

第２時の数字当てゲームでは、一人３枚ずつ数字の

カードをもち、自分の持っているカードから１枚選ん

で、「What’s this?」と問いかけ、相手の答えに対し、

正答なら「That’s right.」、誤答なら「No.」だけで

なく、「Close.」「More.」「Less.」などのその答え

に適した受け答えをして、相手の答えを導くものであ

コミュニケ

ーションに

ついて話し

合う。 
 

つなぎ言葉とジェスチャーの練習 
That’s right. / No. / Close. / One more time. 

More. / Less. 
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る。その際、言葉だけでなく指で上を指したり、下を

指したりするなど、ジェスチャーも使うように意識さ

せた。第３時からは、カードにスポーツカードを１枚

混ぜ、そのスポーツにあったジェスチャーを自分で考

えて使わざるを得ない状況にした。第４時、第５時と

１枚ずつスポーツカードを増やし、最終的には３枚す

べてスポーツカードにした。児童にとってジェスチャ

ーを使う必然性が生まれ、ジェスチャーに対する抵抗

が少なくなると考えた。 

第２表 本単元で取り上げたつなぎ言葉 

返答 That’s right. / No. / Close. 
聞き返し One more time. 

ヒント More. / Less. 

 

４ 検証授業の結果と考察 

 考察は、検証授業における授業づくりの工夫が、授

業において児童の伝え合う意欲を引き出せたかどうか

という点を中心に行った。 

(1)必然性のある場の設定の効果 

ア クイズ作りによる活動に対する意欲の変化 

 今回、クイズ作りをさせたことは、児童が活動に対

して意欲を持つ上で概ね有効であった。 

 このことは、授業後の振り返り「進んで活動に取り

組むことができましたか」の平均値が、第１時より第

５時の方が高くなっていることから判断できる（第 1

図）。 

第１図は、「進んで活動に取り組むことができまし

たか」の項目に対する平均値のグラフである。授業後

の振り返りは、項目ごとに、１が「できていない」、

５が「できている」の１から５で自己評価させた。第

１時は、教師主導で行われ、児童は教師の出すクイズ

を楽しんだ。第２時から第４時で、クイズ作りを行っ

た。第５時は、自分たちで作ったクイズを ALTと JTE

に出して、クイズ大会を楽しんだ。つまり、第１時は、

これまで通りの教師主導のコミュニケーション活動で

あったが、第５時は、自分たちで作ったクイズによる

コミュニケーション活動である。 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 進んで活動に取り組むことができた 

また、クイズ作りが活動に対する意欲をもたせると

ともに、クイズ大会に向けての伝える意欲を引き出せ

たことが、授業の振り返りの自由記述から判断できる。

注目した点に下線を引いた。 

授業の振り返りから 

児童Ａ  

第３時： クイズを作るとき、英語を調べるのが難し

かったけど、英語が楽しくなってきた。 
第４時： 英語になれてきたから、あとは、ALTにう

まく伝えられるかが心配。だから、家でも

練習してみたいと思いました。 

イ 聞き返しや問いかけによる伝え合う意欲の変化 

クイズ大会において、ALTや JTEが聞き返しや問い

かけをしたことは、児童の相手を注意深く理解しよう

とする意欲を引き出す上で有効であった。 

 このことは、JTEが「Please first letter?」と問

いかけをした際の児童の対応から判断できる。  

児童Ｂ : Hint 3. Nadesiko Japan team. 

JTE : Famous player? 

児童Ｂ : Yes. Yes. 

JTE : Please first letter? 

児童Ｂ : … 

児童全員 : （グループ同士で顔を見合い無言） 

児童Ｃ : 頭文字かな？ 

JTE : Yes. 

児童Ｃ : さ。 

JTE : Thank you. That is さわ ほまれ. 

児童全員 : That’s right. 
最初は意味が分からなくて戸惑っていた児童が、頭

文字であることに気付き、コミュニケーションを続け

ることができた場面である。授業後、このグループに、

なぜ「first letter」が分かったのかを聞いたところ、

児童 Cは「JTE のジェスチャーを見ていたらなんとな

く分かった」と答えた。相手のジェスチャーや言葉を

注意深く聞いたからこそ、コミュニケーションを続け

ることができたと考える。 

また、クイズ大会において、ALTや JTEが聞き返し

や問いかけをしたことは、児童のジェスチャーなどを

使って自分の意思を伝えようという意欲を引き出す上

でも有効であった。 

このことは、ALTが「One more time.」と聞き返し

をした際の児童の対応から判断できる。 

児童Ａ : Hint 3, Russia. 

ALT : One more time. 

児童Ａ : Japan.（上を指さしながら）Big. 

（両手でロシアの国の形を表した） 

クイズの答えは、サッカーの本田圭佑選手である。

児童Ａは、ヒント３でロシアと言ったが、ALTに聞き

返された。国の名前を、ジェスチャーで伝えようとは

なかなか思い浮かばないものであるが、児童Ａはジェ

スチャーを使いなんとかロシアを伝えようとしている。 

また、クイズ大会での ALTと JTEの聞き返しや問い

かけによって、クイズ大会が単なる英語の発表会では

なく、コミュニケーションを図る場になっていたこと
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4.1 

4.3 
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も児童の授業の振り返りから判断できる。注目した点

に下線を引いた。 

授業の振り返り 

自分の言葉を ALT が一生けんめい考えていること

で、こっちもとまどうけど、「もう一度」とか言って

くれることで、少しのコミュニケーションだと思った。 

(2)方略的能力を意識した活動の効果 

ア つなぎ言葉とジェスチャーを使ってコミュニケー

ションを図ろうとする意欲の変化 

単元で、カード当てゲームを取り入れたことは、つ

なぎ言葉やジェスチャーなどを使ってコミュニケーシ

ョンを図ろうとする意欲を引き出す上で有効であった

ことが判断できる。 

そのことは、第２時の授業の振り返りの自由記述か

ら読み取れる。注目した点に下線を引いた。 

授業の振り返り 

○これからちょっとずつつなぎ言葉をおぼえて、ALT

などの外国人と、英語のつなぎ言葉を使ってしゃべ

ってみたい。 

○ジェスチャーを使うとよく伝わることがわかった。

これから、日常でもジェスチャーを使っていこうと

思う。 

○つなぎ言葉を使うと、すごく話がかみあって、話が

はずんで、話が楽しかった。コミュニケーションが

取れたような気がした。 

イ「聞くこと」と「話すこと」の態度の変化 

また、つなぎ言葉とジェスチャーの指導をしたこと

は、コミュニケーションを図る態度にも変容をもたら

したことが、次のことから判断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 「聞くこと」に関する自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３図 「話すこと」に関する自己評価 

第２図は、授業の振り返りの「聞くこと」に関する

項目の平均値のグラフである。ここから、第２時以降、

相手の話を聞くときに、あいづちや聞き返しを使うこ

とが多くなったことが分かる。 

第３図は「話すこと」に関する項目の平均値のグラ

フである。ここからは、第２時以降、児童が話をする

ときに、相手を見て、ジェスチャーを使って話すこと

が多くなったことが分かる。 

そして、実際のクイズのやりとりの中で、つなぎ言

葉やジェスチャーを駆使して、やりとりをしているこ

とが、次のクイズ大会の様子から判断できる。 

児童全員 : What sport is this? 

児童Ａ : Hint 1. It’s fast. 
JTE : First? 

児童Ａ : Fast. Fast. (ジェスチャー) 

JTE : OK. OK.  

児童Ｂ : Hint 2. It has a racket. 

JTE : One more time. 

児童Ｂ : It has a racket.（ジェスチャー） 

JTE : More hints. 

児童Ｃ : Hint 3. Gesture.（ジェスチャー） 

JTE : OK. I know. The answer is tennis. 

児童全員 : Close. 

JTE : Badminton. 

児童全員 : That’s right. 
クイズの答えは、バドミントンである。児童Ａと児

童Ｂは、JTEの聞き返しの後に、ジェスチャーを交え

て相手に伝えようとした。JTE が、テニスと答えた後、

「Close.」とつなぎ言葉を使うことができている。 

また、つなぎ言葉やジェスチャーを使ってやりとり

をした後に、コミュニケーションに対する実感を高め

たことが、次のクイズ大会後の感想から判断できる。 

・意外な反応があり、思い通りにいかなかった。 

・意外と難しかったけど、楽しかった。 

・ジェスチャーを使ったら理解してもらえた。 

・日本語が使えないと伝えるのが難しいと思った。 

 

５ 成果と課題 

(1)研究の成果 

本研究が目指す姿に近付いたかどうかを、検証授業

前後の意識調査から分析した。 

「英語を聞くときにどのようなことに気をつけてい

ますか」という質問に対して、気をつける項目が増え

ている（第４図）。そこから、英語をただ聞くという

ことから、諸感覚を使いながら相手を理解しようとす

る意識に変化している。 

「英語を話すときにどのようなことに気をつけてい

ますか」という質問に対して、気をつける項目が増え

ている（第５図）。ただ言葉だけで伝えるということ

から、体や目、ジェスチャーなどを使って、自分の意
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思を伝えようとする意識に変化している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４図 聞くことに関する意識の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 話すことに関する意識の変化 

 また、「コミュニケーションと聞いて思いつくこと

を自由に書いてください」という質問の回答から、コ

ミュニケーションは、ジェスチャーなどの非言語的な

ものも使って行われるものであるという意識に変化し

ていることが判断できる（第３表）。 

第３表 コミュニケーションに対する意識の変化 

 検証授業前 検証授業後 

児童Ａ 会話をする。 ジェスチャーなどを使って、

分からない英語でもどうにか

考えて、理解して、相手に伝

わればうれしい。 

そして、「友達との英語のやりとり」に楽しさを感

じているかの質問では、楽しいと回答した児童は、事

前調査では40％であったが、事後では63％になった。 

これらの結果から、授業において「必然性のある場

の設定」と「方略的能力を意識した活動の工夫」に着

眼した指導を行うことは、コミュニケーションへの積

極的な態度の育成につながるといえる。 

今回、児童が非言語的な手段を使ってコミュニケー

ションを続けようとする場面が見られたことは、大き

な成果である。その要因は、活動に情報の差をもたせ

ただけでなく、困難な場面も設定して必然性を生みだ

したことである。英語でヒントを言ったが ALTに聞き

返され、児童は英語が通じないことに戸惑うが、それ

が逆に英語のやりとりに現実味を与え、ジェスチャー

などを使って伝えたいという意識につながった。 

外国語を通じたコミュニケーション活動において、

事前に支援をしっかりした上で、児童が自ら進んで乗

り越えられるような少し難しい課題を用意する指導方

法は、コミュニケーションへの積極的な態度を育成す

る上で大変有効であるといえる。 

(2)今後の課題 

コミュニケーション能力の素地は、三つの柱で構成

される。本研究では、その一つであるコミュニケーシ

ョンへの積極的な態度の育成をテーマにした指導を行

ったが、言語や文化についての体験的な理解と関連を

深めることはできなかった。今後の課題は、三つの柱

のバランスを考えながら、コミュニケーションへの積

極的な態度の育成を中心にした指導を、２年間の外国

語活動の授業に、どのように体系づけるかである。 

 

おわりに 

 

 本研究で、コミュニケーションへの積極的な態度を

具体化した姿は、小学校の話し合い活動の話し方・聞

き方に共通する。外国語活動でのコミュニケーション

への積極的な態度の育成とともに、他教科での言語活

動の充実を関連させる必要がある。今後も、学校生活

全体で言語活動の充実を図りながら、コミュニケーシ

ョンへの積極的な態度の育成が図れるよう、指導の工

夫を重ね、継続して研究に励みたい。 
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